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＜効果と成果＞

(氏名）

出口翔太
（特非）YOU医療保健福祉研究所

YOU“地域連携”のための研修会 -多職種集まれ！-

場所

(職名）

所長(地域調査研
究センターYOU)

地域づくり活動NPO事業助成事業　実績報告

活動内容

（勉強会や定例会、講演会、イベントなどを幅広に記入）

第61回『知りたい！訪問歯科について』
　　　　～ 在宅ケアの実際 ～
講師：真田 誠久　会場：東リ いたみホール 3階 大会議室

第62回『一緒に考える在宅支援のカタチ』
　　　　～ 訪問看護の関わりを通じて ～
講師：尾中 準志　会場：東リ いたみホール 3階 大会議室

11月20日

1月15日

第59回『知りたい！発達領域の地域の支援』
　　　　～ 作業療法士ならではの視点から ～
講師：尾藤 祥子　会場：東リ いたみホール 3階 大会議室

第60回『もう一歩踏み込んだ認知症の方への支援』
　　　　～ 作業療法士はこう考える ～
講師：中西 誠司　会場：東リ いたみホール 3階 大会議室

9月20日

代表者名

※講演会、イベント等はタイトル・講師・会場等を併記

第58回『仕事で悩むことはいいことだ』
      ～人を支援する前に自分をケアしましょう～
講師：足利 学　会場：東リ いたみホール 3階 大会議室

団体名

事業名

年月日

定例は「月1回」

「毎〇曜日」等で
記入

5月15日

7月18日

また、より知識を深めたい意欲的な意見やフランクな情報交換できる場や多職種での事例検討会の

希望が多くみられています。

数字に表れない場面では、名刺交換や隣の同士の参加者との交流する場面や実際に支援の場につなぐこと

ができたという声もいただいています。

、【役立ちやすさ】80％方が役立ちそうという結果がでています。

会場は1回につき54名の収容規模の中で、総申込数86名　延べ参加数75名（外部参加）が参加があります。

参加者の職種は、介護支援専門員、薬剤師、歯科助手、社会福祉士、精神保健福祉士、保健師、

福祉用具専門相談員、看護師、理学療法士、作業療法士、生活支援員、保育士と12種にわたっています。

アンケートは4段階で評価とし、【満足度】は76％方が満足、【わかりやすさ】は89％の方がわかりやすい

今年度、直接的な連携を深めるための機会として、対面式で合計5回を開催しています。
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＜今後の展望＞

＜収支決算書＞
（収入）

（支出）

金　額（円)

１２７,０００

０

１２７,０００

地域づくり活動NPO事業助成金

自己資金等

９０,０００

４３,２００

１３３,２００

２２,４２８

１５５,６２８

項　　　目

謝金（講師）

会場費

間接経費（一般管理費）

助成対象金額（円）
区分

２８,６２８

１５５,６２８

左のうち

９０,０００

３７,０００

項　　　目 金　額（円)

１２７,０００

行動できるような事例検討会を共催していきたい。また、より自己研鑽と相互理解をテーマ地域住民

向けのフォーラムを開催し、医療福祉職と地域住民の繋ぐ場つくりを検討しています。

同時に地域の社会福祉協議会や地域包括支援センターの方々とも連携することが必要です。

合　計

直
　
接
　
経
　
費

ヘルスケアに着目している。臨床の現場は問題が次々起きると不安の連続になるため、勇気をもって

関わる人も安心したケアにつながるのではないかと考えます。その中で私は医療福祉職のメンタル

毎回、アンケートを集計しており、その結果としては地域の参加者の希望する機会として他職種との交流

の場を求める声が多く上がっており、交流する場の少なさや他の職種との関わる場が日常的に機会として

少ないことが地域課題と考えています。特に地域の医療福祉関係職は、在宅になると個別での関りが多く

なり、利用者と深い関係をつくれる一方で、現場での即興性を求められるため、心理的には不安になる

ことが多い。多くの職種や地域の人々との連携してサービスの利用者のことを考える機会があれば、

小　計

合　計


